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中学生の本 ①著者名 ②発行所 ③本体価格 ④請求記号

１ どこまでも生きぬいて 夜回り先
生50のヒント

① 水谷修/著

② PHP研究所

③ 1,200円

④ 15ﾐ017

２ 池上彰の中学生から考える選挙と
未来 知っておきたい10代からの教
養

① 池上彰/監修

② 文溪堂

③ 1,300円

④ 31ﾌ017

３ 私、日本に住んでいます

① スベンドリニ・カクチ/著

② 岩波書店

③ 800円

④ 33ｶ017

４ 大人になったらしたい仕事 「好
き」を仕事にした35人の先輩たち

① 朝日中高生新聞編集部/編著

② 朝日学生新聞社

③ 1,500円

④ 36ｱ017

５ ＬＧＢＴなんでも聞いてみよう
中高生が知りたいホントのところ

① ＱＷＲＣ/著
徳永桂子/著

② 子どもの未来社

③ 1,300円

④ 36ｸ016

25年間にわたって「夜回り先生」とし

て若者たちと接してきた作者が，生きる

上で大事な50のメッセージを記していま

す。限りある人生を大切に生きてほしい

という作者のメッセージは，読む者に生

きる勇気と希望を与えてくれます。

2016年，選挙権が20歳から18歳に引き下

げられた日本。そもそも選挙は何のために

行うのか，衆議院や参議院の違い，日本と

外国の選挙制度，ネット選挙など，選挙に

ついて知りたいことが写真や図を使って分

かりやすく説明してある一冊です。

日本に住んでいる外国人はどんな生活

をして何を感じているのでしょうか。ジ

ャーナリストの著者が日本に住んでいる

外国人の様々な声を紹介しています。

多文化共生についても考えることがで

きる一冊です。

実際に社会人として働く人たちが，自

分の職業について解説している本です。

仕事の中身や魅力についてはもちろんの

こと，その仕事に就くためにはどのよう

な準備や勉強が必要かについても書かれ

ているので，キャリア学習に役立つ一冊

です。

中・高生からの質問に答える形になっ

ているこの本は，「性の多様性」につい

て向き合い，考えることができます。誰

にも聞けなかったことを知ったり，不安

や悩みを少しでも解決したりすること

で，周りの人たちとの関係の大切さも感

じることができます。
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６ もうすぐ亡くなります
訪問看護の現場で考える

① 宮﨑照子/著
山中桃子/絵

② 彩流社

③ 1,600円

④ 49ﾐ016

７ 日本一小さな農業高校の学校づくり
愛農高校、校舎たてかえ顛末記

① 品田茂/著

② 岩波書店

③ 880円

④ 52ｼ017

８ 珍獣ドクターのドタバタ診察日記
動物の命に「まった」なし！

① 田向健一/著

② ポプラ社

③ 1,200円

④ 64ﾀ017

９ カーネーション

① いとうみく/作
酒井駒子/画

② くもん出版

③ 1,400円

④ 91ｲ017

10 マルの背中

① 岩瀬成子/著

② 講談社

③ 1,300円

④ 91ｲ017

身近な人の死と直面し，悩みを抱える家

族や患者の実話から，初めて知ることや学

ぶことは少なくありません。誰にでも訪れ

る人生の終末はつらく悲しいですが，生と

死に向き合うことで，家族との絆について

も深く考えるきっかけとなる一冊です。

作者が獣医になるまでの様子や，実際

に獣医として働いている中での出来事が

分かりやすく描かれています。生命を救

うことで得られる充実感，生命と向き合

うことの難しさ，獣医になってからも絶

え間なく学んでいくことの必要性などに

ついて教わることができる一冊です。

母親に嫌われていると苦しみながらも，

「いつか母は，あたしを愛してくれる」と

信じている娘，日和。実の娘であるにもか

かわらず，日和を愛することができず苦悩

する母親，愛子。果たしてそれは，愛子が

抱えるトラウマのせいなのか。「家族」に

ついて，改めて考えさせられる一冊です。

亜澄は小学３年生の女の子。父と弟の理

央が暮らす家を出て，母と二人の生活が始

まります。そんな中，駄菓子屋のおじさん

から，近所で評判の幸運の猫，マルを預か

ることになってしまった亜澄。大人が思っ

ているよりずっと鋭い亜澄の心の動きが鮮

やかに描かれている一冊です。

愛農高校は，生徒数が日本で一番少ない

農業高校です。この学校が耐震性の不安か

ら校舎を建て替えることになりました。そ

の工事は，日本ではめずらしい「減築」と

言われる工法。生徒や教職員，保護者たち

がみんなで話し合い，学校をつくりあげて

いく様子を紹介した一冊です。
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11 ＳＮＳ炎上

① NHK｢ｵﾄﾅﾍﾉﾍﾞﾙ｣制作班/編
長江優子，如月かずさ，
鎌倉ましろ/著

② 金の星社

③ 1,400円

④ 91ｴ017

12 Ｑ→Ａ

① 草野たき/著

② 講談社

③ 1,400円

④ 91ｸ016

13 大人になるまでに読みたい
15歳の短歌・俳句・川柳 ③

① なかはられいこ/編

② ゆまに書房

③ 1,500円

④ 91ﾕ016 ３

14 ペーパーボーイ

① ヴィンス・ヴォーター/作
原田勝/訳

② 岩波書店

③ 1,700円

④ 93ｳ016

15 小さな家のローラ

① ローラ・インガルス・
ワイルダー/作
安野光雅/絵・監訳

② 朝日出版社

③ 1,900円

④ 93ﾜ017

ＮＨＫ教育テレビの番組内ドラマのもと

になった小説。３人の著者が，番組に寄せ

られた10代の声や体験談を反映させたスト

ーリーをそれぞれ展開させます。今やすっ

かり身近な存在となっているＳＮＳ。誰も

が被害者にも加害者にもなり得るネットト

ラブルについて考えさせられる一冊です。

アンケートによって出てくる本音に驚

きや共感をもって読み進めることができ

ます。中学３年の揺れ動くせつない気持

ちが，離れたりつながったりしながら交

錯します。さびしい気持ちを残しつつも

新たな第一歩を踏み出す様子に，さわや

かな読後感を味わうことができます。

「なやみと力」をテーマにした短歌・

俳句・川柳を集めた一冊。やわらかい思

春期の心に伝えたい作品が，解説や作者

のプロフィールとともに紹介されていま

す。リズムを感じるために，是非声に出

して読んでほしいです。そのうち，自分

でも作ってみたくなるかもしれません。

吃音症の少年が新聞配達をきっかけに

して，これまでの日常が少しずつ変わっ

ていく夏休みの出来事が描かれていま

す。いろいろな人たちとの出会いが少年

を成長させていきます。その様子に共感

し，感動しているうちに，自然と物語に

入り込んでしまいます。

「大きな森の小さな家」の日本語版で，

今から150年ほど前のアメリカ西部開拓

時代に生きたローラ家族の温かく力強い

暮らしが生き生きと描かれています。ま

た，色彩豊かな優しい絵が描かれている

のも魅力の一つです。


